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子ども・若者応援助成金 ボランティア活動等振興助成金

ボランティア通信

　多摩ボラセンでは、子どもや若者が、安心して過ごせる居場所づくりなどに取り組む団体や、
ボランティア・市民活動団体が行う公益的な事業に対して、助成金を交付しています。

「子ども・若者応援助成金」「ボランティア活動等振興助成金」受付開始！

2026

TEL ０４２－３７３－６６１１　FAX ０４２－３７３－６６２９
 ホームページ https://tama-shakyo.jp

発行　社会福祉法人 多摩市社会福祉協議会　
　　　多摩ボランティア・市民活動支援センター（通称「多摩ボラセン」）

ゆるたまネット作業の様子（７ページの記事をご覧ください）
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「ボランティアCafe」～ボランティアを知ろう！体験しよう！〜

【日時】６月１２日（金） １０：１５～１１：００
【内容】①ボランティアとは
　　　　②「終活健幸サポート多摩」の活動紹介
　　　　③人生の棚おろし～エンディングノート体験～
【場所】スターバックスコーヒー ヴィータモールせいせき店　テラス席（雨天時店内）
　　　（関戸４－７２　ヴィータ１階）
【人数】９名（申し込み先着順）
【費用】好きな飲み物１杯
【申込/問合】多摩ボラセンへ　５月１５日（金）より電話またはFAXにてお申込み　

場所 日にち 時間

ひじり館 ４/８(水)

１４：００〜１５：３０

愛宕かえで館 ４/９(木)

トムハウス ４/１６(木)

ベルブ永山３階 ４/２０(月)

貝取こぶし館 ４/２３(木)

二幸産業・NSP健幸福祉プラザ７階 ４/２７(月)
１０：３０〜１２：００

大栗川・かるがも館 ４/２８(火)

日時：６月２６日（金）１４：００～１５：３０
内容：・ボランティア活動について　　　
　　　・認知症の特徴や会話の方法「回想法」について
　　　・夏のボランティア体験ご案内
場所：多摩ボランティア･市民活動支援センター 活動室
費用：無料
申込・問合：多摩ボラセンへ　５月１５日（金）より電話またはFAXにてお申込み

問合せ　多摩ボラセンTEL０４２-３７３-６６１１　FAX０４２-３７３-６６２９
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春のボランティア出張相談会を開催します

　地域の身近な場所で、ボランティア相談や介護予防ボランティアポイントの登録・申請、令和８年度
ボランティア保険の加入手続きなどを行うことができます。お気軽にお立ち寄りください。

　コーヒーを飲みながらボランティアの話をしませんか。今回はボランティア活動をしている団体「終
活健幸サポート多摩」がその活動内容を紹介します。メンバーと一緒に、人生の棚おろし ～エンディン
グノート体験～もできます。ボランティア活動や終活に関心がある方、どうぞご参加ください。

認知症を知って会話法を学ぶ！
～回想法の知識を活かしてボランティア体験してみよう！〜

 　本講座は、認知症の特徴や会話の方法「回想法」を学んでボランティア活動に活かすための講座です。
夏のボランティア体験に参加して実体験に繋げましょう！これからボランティア活動をはじめたい方、
活動しながら悩んでいる方、是非ご参加ください！

～多摩ボラセンからのお知らせ～
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ボランティアさん出番です ４ 月 

ボランティアには笑顔がある 

１．ボランティアをはじめたきっかけ 
 

編集後記 
 

退職後、多摩市で地域のボランティア活動をス

タート。バイオリン演奏や「ぶんぶんごま」などを通し

て、子どもたちから高齢者まで多くの人に笑顔を

届けています。 
 

岡部哲（おかべさとし）さん 81歳 
 

今回のインタビューでは、岡部さんの長い活動経験の中から、いろいろな興味深いお話を聞くことができました。中でも

「ボランティアには笑顔がある」という言葉がとても印象に残りました。笑顔が笑顔を生んでいく、そんな場を多くの方に知

っていただけるように私たちも活動していきます！ 
 

退職したらボランティアに力を注ごうと決めていました。

幼いころから「人間みんなお互い様。困っている人がいた

ら助けなさい」と母に言われてきたので、私にとって自然

なことでした。 

現役時代は 25年ほど海外の貧しい子どもたち 3人

の支援をしていました。成長していく姿に自分が励まされ

る気持ちになりました。今でも手紙のやり取りが続いてい

ます。 

仕事でフィリピンに行った際にゴルフ場で見た光景も

忘れられません。池にボールが落ちると、茂みから子ども

が出てきて裸になって飛び込んで拾うのです。そうしても

らったチップで生活している子どもたちがいることを知り、

「何か力になりたい」という気持ちがより強くなりました。 

そして、会社員生活を終えてから、69 歳で多摩市に

越し、地域での活動を本格的に始めました。 

 

趣味のバイオリンを活かして、仲間と一緒に老人ホー

ムなどで演奏をしています。好きなことが人の役に立つの

は嬉しいですね。 

 

３．活動をしていて良かったこと 
 

活動先で子どもから高齢者まで、いろいろな笑顔に

出会えること。私のエネルギーの源です。また、昔関わっ

た子どもたちが活躍しているのを聞くととても嬉しいです。 

 

４．これからはじめるボランティアさんへひとこと 
 

ボランティアには笑顔があります。それが一番大切で

す。次にまずやってみること。これも大事ですね。 

 

また、小学校の授業や地域のイベントでは、「ぶんぶ

んごま」の遊び方を子どもたちに教えています。ベーゴマや

けん玉などと比べて、低学年の子どもでも遊べるのが「ぶ

んぶんごま」です。地域のイベントなどでもとても喜ばれま

す。そのほか、放課後の小学生に勉強を教えるみらい塾

の活動にも関わっています。 

２．どんなボランティア活動をしていますか？ 
 

写真：イベントで岡部さん作成のぶんぶんゴマを

楽しむ子どもたち 

 

写真右：岡部さん 

輝くボランティアさんインタビュー 

問合せ 多摩ボラセン ☏０４２-３７３-６６１１ FAX０４２-３７３-６６２９ 
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お茶出しや話し相手など 

社会人用 

NPO 法人広報誌配布ボランティア 

 

 
 
  

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内 容：➀お茶出し、話し相手  

②囲碁、将棋、麻雀の相手 

③施設内清掃（消毒） 

④昼食準備、味噌汁作り 

日 時：➀月曜日～金曜日  9:30～12:00 

②月曜日～金曜日 13:00～15:00 

③月曜日～金曜日 16:00～17:30 

④月曜日～金曜日 11:00～13:00  

場 所：ライフケア デイサービスセンター悠遊 

（永山 6-2-5 永井ビル１階） 

             

 

内 容：中学生向けに英・数・国の集団授業や、 

自主学習の質問対応を行います。 

場 所：聖蹟桜ヶ丘校(多摩ボラセン活動室１  

関戸4-72 ヴィータ・コミューネ7階) 

条 件：教育に関心のある方歓迎！ 

(※集団授業は大学生のみ募集) 

問合・申込：NPO法人 BORDER FREE  

 email:border.free.2021@gmail.com   

備 考：交通費支給 

 

 

学習支援ボランティア 

大学生用 

内 容：視覚障がい者の社会貢献活動「マッサージ体

験」のお手伝い（来場者案内・マット消毒な

ど） 

日 時：第2、第4金曜日、第1、第3、第5土曜日  

9:00～16:00 2時間から応相談 

場 所：二幸産業・NSP健幸福祉プラザ 

（多摩市総合福祉センター）5階 つどいの間 

（南野3-15-1） 

条 件：大学生以上・視覚障がい者に理解のある方 

備 考：交通費支給（１回 500円） 

問合・申込：多摩市視覚障害者福祉協会  

マッサージ友の会  

渡部☎080-4351-8425 

（留守番電話にメッセージを残して下さい） 

 

 
 

視覚障がいの方のお手伝い 

…継続ボランティア     …単発ボランティア   …ボランティアポイント   

…ボランティアポイントも対象 

お問い合わせ 

フォーム 

 

ボランティア通信配布サポーター 

内 容：ボランティア通信を市内の決まった 

置き場所に配布するお手伝いです。 

◎１か所のみ・数部のみでも OK！ 

◎ 配布場所や部数はご相談ください。 

日 時：原則毎月第 1木曜日です。 

場 所：多摩センター駅、永山駅周辺など 

条 件：高校生以上 
 

内 容：落合・南野・鶴牧地区にて、『ニュース麻の 

葉』の配布をお願いします。 

日 時：毎月 24日～月末頃のご都合の良い時間に 

お願いします。30分～1時間程度の活動 

です。 

場 所：Café あさの葉（落合 6-1-1-108） 

           

 

湿布をお使いの方へ、盲導犬への 
ご協力をお願いします 

内 容：使い終わった湿布袋が、盲導犬の外出時 

排泄物処理袋として有効活用されます。 

再利用にご協力ください。 

場 所：多摩ボランティア・市民活動支援センター 

窓口でお預かりします。 

備 考：外面、内面ともアルミ製でジッパー付きの湿

布袋約 15cm×約 19cm（紙製不可） 

 
 

 問合せ先が記載されていない活動については、多摩ボラセンまでご連絡ください。  
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小学校での学習・生活の支援 

高齢者施設での裁縫ボランティア 
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清掃などのお手伝い 
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子ども食堂や困窮世帯を 

支援するフードバンク活動 
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TEL :042 -374 -9881  

E :izumi -seiichirou@city.tama.ed.jp  
             

 
厨房のお手伝い 
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車いす来場者サポートや、運営サポート 
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車いすの整備・修理 

   
 


